
村
明
細
帳
か
ら
見
る
村
人
の
生
活 

元
禄
十
一
年
四
月
「
下
野
国
芳
賀
郡
下
高
間
木
村
指
出
シ
」 

（
当
館
寄
贈 

坂
入
浩
一
家
文
書
イ
四
一
） 

                           

 

（
史
料
か
ら
一
部
抜
粋
） 



【
釈
文
】 

一
、
室
覚
与
申
天
台
宗
之
山
伏
壱
人
御
座
候
御
事 

一
、
百
姓
家
数 

 
 

 
 

 
 

 
 

弐
拾
軒 

一
、
人
数
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

百
三
拾
壱
人 

一
、
馬
数
合 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

拾
四
疋 

一
、
当
村
南
北
江
拾
五
町
、
東
西
江
弐
町
弐
拾
間
程 

 

御
座
候
御
事 

大
久
保
加
賀
守
様
御
領 

一
、
当
村
ゟ
真
岡
町
市
場
江
道
法
弐
拾
町
程
御
座
候
、 

 
 

但
し
五
日
、
九
日
、
十
五
日
、
十
九
日
、
廿
五
日
、
廿
九
日
、
壱
ヶ
月
ニ
六
度 

 
 

ツ
ヽ
市
立
申
候
、
此
処
ニ
而
さ
ら
し
木
綿
、
大
分
販
売 

 
 

仕
候
、
其
外
塩
、
た
は
粉
、
薪
、
芝
草
、
ぬ
か
、
わ
ら
、
縄
、 

 
 

筵
販
売
仕
候
御
事 

増
山
兵
部
少
輔
様
御
領 

一
、
当
村
ゟ
久
下
田
町
市
場
江
道
法
壱
里
半
余 

 

御
座
候 

 
 

但
し
三
日
、
八
日
、
十
三
日
、
十
八
日
、
廿
三
日
、
廿
八
日
、
壱
ヶ
月
ニ
六
度 

 
 

ツ
ヽ
市
立
申
候
、
此
所
ニ
而
も
め
ん
、
く
り
わ
た
、
塩
、
た
は
粉
、 

 
 

薪
、
ぬ
か
、
わ
ら
、
縄
、
筵
売
買
仕
候
御
事 

一
、
御
料
寺
内
村
江
道
法
壱
里
ノ
余 

 

未
申
ノ
方
当
ル 

一
、
同
茅
堤
村
江
道
法
半
道 

 
 

 
 

未
申
ノ
方
当
ル 

一
、
日
光
山
へ
道
法
十
三
里
半 

 
 

 

戌
ノ
方
ニ
当
ル 

  

【
大
意
】 

一
、
室
覚
と
い
う
名
の
天
台
宗
の
山
伏
が
一
人
い
ま
す
。 

一
、
百
姓
の
家
数
は
二
十
軒
で
す
。 

一
、
村
人
は
百
三
十
一
人
い
ま
す
。 

一
、
馬
は
十
四
匹
い
ま
す
。 

一
、
下
高
間
木
村
は
南
北
に
十
五
町
（
約
一
．
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、
東
西
は
二
町
二
十
間
（
約

二
百
六
十
メ
ー
ト
ル
）
あ
り
ま
す
。 

大
久
保
加
賀
守
の
領
地 

一
、
下
高
間
木
村
か
ら
真
岡
町
市
場
ま
で
の
距
離
は
、
約
二
．
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
す
。 

し

も

こ

う

ま

ぎ 

も

お

か 



真
岡
町
で
は
月
に
六
回
（
五
日
、
九
日
、
十
五
日
、
十
九
日
、
二
十
五
日
、
二
十
九
日
）
、
市 

 
 

 
 

場
を
開
い
て
い
ま
す
。
（
下
高
間
木
村
の
）
人
々
は
、
市
場
で
晒
木
綿
を
多
く
売
買
し
て
お 

り
、
塩
、
た
ば
こ
、
薪
、
芝
草
、
ぬ
か
、
わ
ら
、
縄
、
筵
も
売
買
し
て
い
ま
す
。 

増
山
兵
部
少
輔
の
領
地 

一
、
下
高
間
木
村
か
ら
久
下
田
町
市
場
ま
で
の
距
離
は
、
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
ま
す
。

久
下
田
町
で
は
月
に
六
回
（
三
日
、
八
日
、
十
三
日
、
十
八
日
、
二
十
三
日
、
二
十
八
日
）
、

市
場
を
開
い
て
い
ま
す
。
（
下
高
間
木
村
の
）
人
々
は
、
市
場
で
木
綿
、
繰
綿
、
塩
、
た
ば

こ
、
薪
、
ぬ
か
、
わ
ら
、
縄
、
筵
を
売
買
し
て
い
ま
す
。 

一
、
幕
領
で
あ
る
寺
内
村
は
、
下
高
間
木
村
か
ら
南
西
の
方
角
に
あ
り
ま
す
。
距
離
は
四
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
あ
り
ま
す
。 

一
、
同
じ
く
茅
堤
村
は
村
か
ら
南
西
の
方
角
に
あ
り
、
距
離
は
約
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。 

一
、
日
光
山
は
村
か
ら
西
北
西
の
方
角
に
あ
り
、
距
離
は
約
五
十
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
り
ま
す
。 

 

 

【
史
料
の
説
明
】 

本
史
料
は
、
下
野
国
芳
賀
郡
下
高
間
木
村
（
現
真
岡
市
）
の
明
細
帳
（
控
え
）
で
す
。
芳
賀
郡
は
栃
木
県
の

県
東
部
に
位
置
し
ま
す
。 

 

村
明
細
帳
は
、
村
指
出
帳
な
ど
の
名
称
で
よ
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
現
在
の
市
町
村
勢
要
覧
に
当
た
り
ま

す
。
村
明
細
帳
は
、
領
主
交
代
時
な
ど
の
際
に
作
成
さ
れ
、
領
主
が
村
勢
を
把
握
す
る
た
め
、
村
に
書
き
上
げ

さ
せ
た
も
の
で
す
。
村
で
は
、
書
式
に
基
づ
き
、
村
高
・
反
別
・
年
貢
高
・
家
数
・
産
物
な
ど
を
ま
と
め
ま
し

た
。 

 

写
真
は
明
細
帳
の
一
部
で
す
が
、
下
高
間
木
村
の
人
々
が
近
隣
の
市
場
で
売
買
し
た
も
の
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
真
岡
町
市
場
で
は
晒
木
綿
、
久
下
田
町
市
場
で
は
木
綿
、
繰
綿
な
ど
が
売
買
さ
れ
、
元
禄
十
一
年
（
一

六
九
八
）
当
時
、
真
岡
周
辺
で
木
綿
の
生
産
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
本
史
料
（
写
真

以
外
の
箇
所
）
で
は
、
「
女
稼
、
木
綿
少
々
お
り
出
し
申
候
事
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
村
の
女
性
が
農
間
に
木

綿
織
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
、
真
岡
周
辺
で
織
ら
れ
た
木
綿
は
、
江
戸
に
も
出
荷
さ
れ
、
真
岡
は
木
綿
の
有
数
の
生
産
地
と
し

て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
幕
末
以
降
、
海
外
か
ら
の
綿
織
物
、
綿
糸
輸
入
の
影
響
を
受
け
、

衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
、
戦
後
に
は
生
産
が
行
わ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
六
十
一
年
（
一

九
八
六
）
、
真
岡
商
工
会
議
所
が
中
心
と
な
り
、
真
岡
木
綿
を
復
活
さ
せ
る
取
組
が
な
さ
れ
、
現
在
で
は
小
物

類
な
ど
の
製
品
も
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
真
岡
木
綿
は
栃
木
県
の
伝
統
工
芸
品
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま

す
。 

 

村
明
細
帳
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
、
す
べ
て
正
確
な
情
報
を
伝
え
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
面
も
あ
り
ま

さ

ら

し

も

め

ん 

む

し

ろ 

く 

げ 

た 

く

り 

は 

が 

さ

し

だ

し 



す
が
、
村
明
細
帳
か
ら
は
、
江
戸
時
代
の
村
に
つ
い
て
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
村
明
細
帳

は
、
自
治
体
史
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
活
字
で
読
め
る
も
の
も
多
い
の
で
、
地
域
調
査
、
学
校
に
お
け

る
地
域
学
習
の
一
材
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

 

〔
主
な
参
考
文
献
〕 

真
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
真
岡
市
史 

第
七
巻 

近
世
通
史
編
』
（
真
岡
市
、
一
九
八
八
年
） 

『
と
ち
ぎ
の
百
様 

大
図
鑑
』
（
栃
木
県
、
二
〇
一
六
年
） 


